
当センターではセカンドオピニオン外来を
　　　　　　　　　　　実施しております。
　　概要につきましては以下のとおりです。

●現在当センター以外の医療機関で診療を受けている患者さん､ご家族
●現在の主治医（他医療機関）の診断及び治療方針について、当センター医師に参

考意見を求め、患者さんご本人が自らの疾患をより理解し適切な診療を選択する
等の為に、セカンドオピニオン外来の活用を望む方

●原則として主治医（他医療機関）からセカンドオピニオンを目的とした紹介状及
びフィルム等の検査資料を当院に提供可能な患者さん、ご家族であることを要し
ます（主治医にセカンドオピニオンを受けるための紹介状等をお願いすれば対応
してもらえます）

●相談者がご家族の場合は、原則として患者さんの同意を得た場合といたします

予約方法

外来時間

費　　用

対象患者さん

のご案内セカンドオピニオン
セカンドオピニオンとは

セカンドオピニオン 外来担当表セカンドオピニオン 外来担当表

実施診療科

内科・神経内科・精神科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内科・小児科・外科
乳腺、内分泌外科・脳神経外科・呼吸器外科・皮膚科・産婦人科・泌尿器科
眼科・放射線診断科・放射線治療科・歯科口腔外科

【各科の専門医が対応いたします】

完全予約制    代表電話：027-322-5901
※代表にお電話を頂き、『セカンドオピニオン係』とお申し付け下さい

【受付時間】  月曜～金曜　８時30分～17時の間
※精神科の受付時間は 月曜～金曜　８時30分～12時迄 となります
※事前にご予約電話を受け付け、担当専門医と日程調整を行った後に折り返し当センター

より連絡させて頂きます

セカンドオピニオン外来時間（診療科によって曜日は異なります）

月曜～金曜　13時30分から15時30分の間で調整

30分以内 5,400円(消費税込み)
30分以上 10,800円(消費税込み)

セカンドオピニオンとは現在の自分の病状や治療方針について他の医師の意見を求めることをいいます。
医療が進歩してさまざまな治療法が生まれています。
その結果、医師によって病気に対する考え方が違うことや、病院によって医療技術や診療の質に差が
あることも考えられます。治療法について具体的な比較ができ、より適した治療法を患者さん自身が
選択することができます。
当センターでは､よりよい治療法を患者さん自身が選択できるように、セカンドオピニオンを積極的に
お勧めしております。
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科　　名 医師名 専　　　　　　門 曜　　日
内 科 佐 藤 　 正 通 内科全般、血液内科 火

精 神 科 井 田 　 逸 朗 がんのメンタルヘルス 木

神 経 内 科 石 黒 　 幸 司 神経内科学、神経内科一般 金

呼 吸 器 内 科 茂 木 　 　 充 呼吸器全般 金

消 化 器 内 科 工 藤 　 智 洋 食道、胃、大腸 木

長 沼 　 　 篤 消化器病一般、肝臓病 木

心 臓 血 管 内 科 広 井 　 知 歳 狭心症・心筋梗塞の治療（カテーテル治療） 金

小 児 科 五 十 嵐  恒 雄 小児科全般・未熟児・新生児 水

外 科 小 川 　 哲 史 消化器外科全般、特に悪性腫瘍の手術 木

坂 元 　 一 郎 消化器外科全般 水

乳腺･内分泌外科 鯉 淵 　 幸 生 乳癌全般・甲状腺外科 第1･3･5週 金 （午前）

脳 神 経 外 科 栗 原 　 秀 行 脳・脊髄腫瘍、脳神経外科全般 火

笹 口 　 修 男 脳血管障害 木

呼 吸 器 外 科 菅 野 　 雅 之 肺癌、縦隔腫瘍、呼吸器外科全般 木

皮 膚 科 石 渕 　 裕 久 皮膚科全般 火

産 婦 人 科 伊 藤 　 郁 朗 婦人科腫瘍 月、火、金

泌 尿 器 科 井 上 　 雅 晴 泌尿器科全般 火

眼 科 土 屋 　 　 明 眼科全般（眼腫瘍を除く） 水、木

放 射 線 診 断 科 根 岸 　 　 幾 画像診断ＣＴ･ＭＲ中心 木

佐 藤 　 洋 一 画像診断ＣＴ･ＭＲ中心 火

放 射 線 治 療 科 北 本 　 佳 住 悪性疾患の放射線治療 金

歯 科 口 腔 外 科 稲 川 　 元 明 口腔顔面痛 火、水、木、金

薬 師 寺 　 孝 口腔外科全般、顎変形症、インプラント 月、火、木、金
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外来診療担当表
当センターは、地域医療支援病院として運営しております。

かかりつけ医の先生からの紹介状をご持参願います。
月 火 水 木 金

総合診療科・内科
佐　藤　正　通 合　田　　　史 合　田　　　史 佐　藤　正　通 佐　藤　正　通
渡　邉　俊　樹 渡　邉　俊　樹 渡　邉　俊　樹

合　田　　　史
午後：予約専門外来

栄 養 外 来 佐　藤　正　通
午後のみ

内 分 泌 代 謝 内 科 渋　沢　信　行
午前のみ （小　澤　厚　志） （道　又　敏　夫） 渋　沢　信　行

午後のみ （下　田　容　子）
神 経 内 科 金　井　光　康 菅　原　　　隆 石　黒　幸　司 （山　内　茉由莉） 石　黒　幸　司

呼 吸 器 内 科
茂　木　　　充 大島一真／茂木　充

午前のみ　　　　午後のみ 大　島　一　真 茂　木　　　充 鈴　木　雅　文
午前のみ

佐　藤　麻　里 山　口　公　一 山　口　公　一 鈴　木　雅　文 佐　藤　麻　里
午前のみ

消 化 器 内 科

工　藤　智　洋 工　藤　智　洋 安　岡　秀　敏 長　沼　　　篤 工　藤　智　洋
長　沼　　　篤 星　野　　　崇 増　田　智　之 増　田　智　之 星　野　　　崇
安　岡　秀　敏 平　　　知　尚 石　原　　　弘

午後 村　上　立　真 舘　山　夢　生
（蘇　原　直　人）

午後

内 視 鏡 検 査 星 野 ／ 増 田 安 岡 ／ 増 田 工　藤　智　洋 工 藤 ／ 平 長 沼 ／ 村 上

心臓血管内科（循環器）
（ペースメーカー外来含）

太　田　昌　樹
午前・通常診療／午後・不整脈外来 小　林　洋　明 広　井　知　歳 福　田　延　昭 小　林　紘　生

村　田　智　行 高　橋　伸　弥 静　　　毅　人 佐　野　幸　恵 中　野　孝　英
（金　澤　紀　雄）

再来のみ
（金　澤　紀　雄）

再来のみ
太　田　昌　樹

ペースメーカー外来、第２・４週目のみ

新患外来（午前のみ） 中　野　孝　英 佐　野　幸　恵 小　林　紘　生
（新患 / 不整脈） 高　橋　伸　弥 小　林　洋　明

精 神 科
井　田　逸　朗 井　田　逸　朗 井　田　逸　朗 井　田　逸　朗 井　田　逸　朗
村　山　侑　里 村　山　侑　里 村　山　侑　里 村　山　侑　里

小 児 科

五十嵐　恒　雄 
午前のみ

五十嵐　恒　雄 
午後のみ

五十嵐　恒　雄 
午前のみ

今　井　　　朗 
午後のみ

今　井　　　朗 
第1・3・5週午後のみ

今　井　　　朗 
午前のみ

（神　尾　綾　乃） 
第２・４週午後のみ

＜乳　児　健　診＞
午前のみ （佐　藤　幸一郎） 五十嵐　恒　雄 

午後のみ
諸　田　潤一郎

午後のみ
佐　藤　実　紅

午前のみ
佐　藤　実　紅

午後のみ
倉　田　加奈子 

午前のみ
（石　毛　　　崇） 

第２・４週午後・予約のみ
本　間　春　奈 

午後のみ
倉　田　加奈子 

午前のみ
倉　田　加奈子 

午後のみ
諸　田　潤一郎

午前のみ
本　間　春　奈 

午前のみ

小 児 外 科 （西　明・高澤 慎也）
第2・4週午後のみ

外 科
坂　元　一　郎

＜手術日＞
榎　田　泰　明 小　川　哲　史 塚　越　浩　志

田　中　成　岳 平　井　圭太郎 渡　邊　隆　嘉
栄養サポート外来 小　川　哲　史

小川祐介（栄養士）

ス ト ー マ 外 来 第２･４週目  午後のみ：予約 第１･３･５週目  午後のみ：予約

泌 尿 器 科 井　上　雅　晴 青　木　雅　典 （栗　原　聡　太） 井　上　雅　晴 青　木　雅　典

8：30～11：00迄（予約の場合は最終予約時間まで）

※再来受付機は8:00から受付しています
◦紹介状をお持ちの方、紹介事前予約の方は、1番：紹介状をお持ちの方・地域

医療連携窓口で受け付けております。
◦当センター受診にはかかりつけ医の先生からの紹介状をご持参ください。紹介

状をお持ちでない場合、診察をお受けできない場合や、長時間お待ちいただく
場合がございます。

外来診療
受付時間

1

土、日、祝日、年末年始
◦学会等により、休診または医師が交替する場合があります。
　院内掲示をご覧ください。

休診日
2
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月 火 水 木 金
緩 和 医 療 科 田　中　俊　行 田　中　俊　行 田　中　俊　行 田　中　俊　行

乳腺・内分泌外科
鯉　淵　幸　生 鯉　淵　幸　生 鯉　淵　幸　生  交代制／（中澤祐子）

午前･予約のみ　午後･予約のみ
鯉　淵　幸　生

第２・４週目のみ

荻　野　美　里 髙　他　大　輔 荻　野　美　里 髙　他　大　輔
昼　間　詩　織

再診予約のみ
髙　他　大　輔

再診予約のみ
荻　野　美　里
第１・３・５週目のみ

心 臓 血 管 外 科 ＜手術日＞ 茂　原　　　淳
午後

高　橋　　　徹
午前 小谷野　哲　也 津　田　泰　利

呼 吸 器 外 科 ＜手術日＞
菅　野　雅　之

＜手術日＞
菅　野　雅　之

＜手術日＞沼　尻　一　樹
午後

高　坂　貴　行
午後

整 形 外 科
新　井　　　厚 （須　藤・柳　澤）

午前　　 　　午後 新　井　　　厚
＜手術日＞

大　澤　敏　久
荒　　　　　毅 神　山　真　孝 大　澤　敏　久 信　太　晃　祐
信　太　晃　祐 ＜ 毎 週 交 替 ＞ 荒　　　　　毅 神　山　真　孝

形 成 外 科
＜手術日＞

午前 林　　　奈津子 ＜手術日＞
午前

林　　　奈津子
午前のみ

＜手術日＞
午前

（林　　　　　稔）
第４週午後

脳 神 経 外 科 相　島　　　薫 栗　原　秀　行
午前のみ ＜手術日＞ 笹　口　修　男 佐　藤　晃　之

皮 膚 科
石　渕　裕　久 石　渕　裕　久

＜手術日＞
石　渕　裕　久 石　渕　裕　久

（井　上　千　鶴） （井　上　千　鶴）
第１・３・５週目午前のみ （井　上　千　鶴）

産 婦 人 科
伊　藤　郁　朗 伊　藤　郁　朗 根　井　ひとみ 片　貝　栄　樹 伊　藤　郁　朗

第２週は紹介･予約のみ

片　貝　栄　樹 片　貝　栄　樹 （西　村　俊　夫）
＜産後検診＞ 満　下　淳　地 青　木　　　宏

永　井　あ　や 青　木　　　宏 （金　井　眞　理） 永　井　あ　や
眼 科 土　屋　　　明

紹介･予約のみ 土　屋　　　明 土　屋　　　明 土　屋　　　明 土　屋　　　明
眼 形 成 眼 窩 外 科 笠　井　健一郎

＜手術日＞
笠　井　健一郎

＜手術日＞ 笠　井　健一郎 笠　井　健一郎
＜手術日＞ 笠　井　健一郎

耳 鼻 い ん こ う 科 高　橋　克　昌 高　橋　克　昌 高　橋　克　昌

放 射 線 治 療 科
北　本　佳　住

紹介･予約
北　本　佳　住

紹介･予約
北　本　佳　住

紹介･予約
北　本　佳　住

紹介･予約
岡　田　光　平

紹介･予約
岡　田　光　平

紹介･予約
岡　田　光　平

紹介･予約
岡　田　光　平

紹介･予約

歯 科 口 腔 外 科

薬師寺　　　孝
紹介･予約

薬師寺　　　孝
紹介･予約

薬師寺　　　孝
紹介･予約

薬師寺　　　孝
紹介･予約

薬師寺　　　孝
紹介･予約

古　瀬　　　健
紹介･予約

古　瀬　　　健
紹介･予約

青　木　勇　介
紹介･予約

古　瀬　　　健
紹介･予約

古　瀬　　　健
紹介･予約

柴　野　正　康
紹介･予約

青　木　勇　介
紹介･予約

柴　野　正　康
紹介･予約

青　木　勇　介
紹介･予約

青　木　勇　介
紹介･予約

柴　野　正　康
紹介･予約

柴　野　正　康
紹介･予約

歯 科 （歯科麻酔）
摂食嚥下・口腔ケア外来

稲　川　元　明 
紹介･予約

稲　川　元　明
紹介･予約

稲　川　元　明 
紹介･予約

稲　川　元　明
紹介･予約

稲　川　元　明
紹介･予約

倉　持　真理子
紹介･予約

倉　持　真理子
紹介･予約

倉　持　真理子
紹介･予約

木　村　将　典
紹介･予約

倉　持　真理子
紹介･予約

木　村　将　典
紹介･予約

（荒井亮・辻野啓一郎）
第２・4週のみ　紹介･予約

木　村　将　典
紹介･予約

（ 　 ）の医師は非常勤です。

（平成30年5月1日現在）

消化器内科、産婦人科、形成外科、眼形成眼窩外科、整形外科、神経内科、 
放射線治療科、歯科口腔外科、歯科（歯科麻酔）、呼吸器内科、耳鼻いんこう科は 
完全予約制となります
◦分娩希望についてはこの限りではありません。
◦精神科につきましては通常の予約方法と異なります。地域医療支援･連携セン

ターにお尋ねください。
FAXの予約対応を平日は18:30まで行っています
◦FAXは24時間受け付けています。
土曜日も予約受付を行っています（8:30－17:15）

高崎総合医療センター内 地域医療支援・連携センター
医療機関専用ダイヤル：027-322-5835　FAX：027-322-5925連絡先

4

当センターへの紹介の際は、
地域医療支援・連携センターを通した

事前予約にご協力下さい。

地域医療支援・連携センターから地域の先生へお願い

予約に
ついて

3

（医療機関からの
 紹介患者事前予約）
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ホームページより本冊子のバックナンバーをご覧頂けます 検索検索http://www.tnho.jp/kouhoubackno

病院長  石原　弘

高崎総合医療センター案内図
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研修センター

NN 出入口

編集室より
　登録医の先生方からのご寄稿・ご意
見をお待ちしております。地域医療支
援・連携センターまでご連絡をお願い
致します。

電 話 027-322-5835
（医療機関専用ダイヤル）

新棟工事中です

独立行政法人・国立病院機構

高崎総合医療センター

障害者駐車場障害者駐車場

病棟建設
予定地
病棟建設
予定地

ぐるりんぐるりん

院長室だより
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１５年戦争（10）
C O L U M N

●第206回 市民健康医学講座
『元気で長生きするために今日からできること
　　　　　　　　 ～身体と頭と飲み込みの体操～』
日時：平成30年6月20日㈬　17時30分～
講師：リハビリテーション科 理学療法士  小林 未知矢
 作業療法士  矢島 ひかる
 言語聴覚士  川原 優美
場所：当センター2階　大会議室
対象：一般の方　医療従事者

●地域連携症例検討会
『放射線科の診断と治療の連携』

日時：平成30年6月6日㈬　19時25分～21時
演者：放射線診断科部長　根岸　幾　他
場所：当センター2階　大会議室
対象：医師等医療従事者

●CPC（臨床病理示説会）
日時：平成30年６月27日㈬　18時～
場所：当センター2階　大会議室
対象：医師等医療従事者

●地域連携キャンサーボード
『がん患者における入退院センターの役割
　　　　　　　～乳がん患者を例に～』
日時：平成30年6月21日㈭　18時30分～20時
演者：乳腺・甲状腺センター長　鯉淵 幸生　他
場所：当センター2階　大会議室
対象：医師等医療従事者
※日本医師会生涯教育：臨床問題解決のプロセス1.5単位
　事前申し込み不要

※日本医師会生涯教育：地域医療1.5単位
　事前申し込みが必要です。
　5月25日㈮までにFAXでお申し込みください。

　太平洋戦争の始まった時点での日本の工業生産力は、アメリカの1／10ないし1／20で
した。近代戦で工業力がこれだけの差があれば、結果は最初からわかっています。しかし、
日本人の大多数は、勝つのだという政府の宣伝を支持しました。戦争末期には多分1／100
ぐらいになっていたでしょう。日本が真珠湾を攻撃して喜んだのはイギリスのチャーチル、
ロンドンに亡命政府を置いていたフランスのドゴール、ソビエトのスターリン、そしてアメリ
カのローズヴェルトだったと思われます。一番困ったのはヒットラーでした。だから東京で
勝った勝ったと喜んでいた人びとが、如何に無知であったか、国際情勢に対して如何に無知
にさせられていたかがわかると思います。泥沼の戦争の中で、多くの人が傷つき、死に至り
ます。戦争の末期になると、東京をはじめ、各地が空襲される。物資はつき、食べ物もつき、
食うや食わずの生活を余儀なくされる。学徒出陳で輸送船に乗せられた人々は、出航する
とすぐに、アメリカの潜水艦に撃沈されて、戦地へ行く前に全滅してしまう。
　15年戦争で、300万人近くの日本人が死に、2000万人ともいわれるアジア、太平洋の
人達を日本軍は殺しました。1945年7月26日にポツダム宣言が、米・英・中の3国によって
発せられました。日本が最終的に受諾したのが8月14日でした。宣言が出されて20日ほど
経っています。
　この間に何が起こったか。広島・長崎に原爆が投下され、何十万人という尊い市民の命が
失われました。東南アジアの戦場でも、多くの命が奪われました。
　ソ連軍の対日参戦があり、中国の東北地方で多くの犠牲者が出ました。とにかく、この
20日間の間に、数えあげるのが苦痛なほどの犠牲が生み出されました。なぜ、ポツダム宣
言を受諾するまでに20日間も必要だったのか、現在の日本人もその20日間の意味をそれ
ぞれの人が考え、調べることは非常に大事なことだと思います。


